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『北の守護神』 

毎日／地方自治大賞優秀賞 

本市が立依武多で受賞 

2 月28日現在（）内は前回比、男24, 012(+13） 女26, 697(+8） 計50, 709(+21） 世帯18, 373(+5) 
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今
年
の
夏
祭
り
に
新
た
に
出
陣
す
る
立
侵
武

多
の
下
絵
が
完
成
し
、三
月
十
五
日
、お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。
 
 

北
の
守
護
神
と
名
づ
け
ら
れ
た
立
侵
武
多
は
七

福
神
の
ひ
と
り
毘
沙
門
天
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
 
 

街
を
不
況
か
ら
守
り
二
十
一世
紀
の
発
展
、
繁
栄

の
願
い
を
込
め
た
も
の
で
す
。
 
 

成
田
市
長
は
、
「
一
一
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
トの
年
に

あ
た
り
、市
民
を
元
気
付
け
、
市
の
活
性
化
を
促

進
す
る
い
い題
材
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

ま
た
、一
一十
一世
紀
の
地
域
づ
く
り
を
先
取
り
し

た
事
業
、
運
動
、企
画
を
進
め
て
い
る
自
治
体
に
贈

る
「
毎
日
／
地
方
自
治
大
賞
」
（
主催
毎
日
新
聞

社
）
の
優
秀
賞
を
当
市
が
受
賞
し
、
三
月
九
日
、東

京
都
千
代
田
区
の
如
水
会
館
に
お
い
て
受
賞
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 

伝
統
文
化
の
立
侵
武
多
の
復
活
に
よ
る
街
の
再

生
事
業
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
 
 

成
田
市
長
は
「
行
政
と
市
民
で
作
り
上
げ
た
立
侵

武
多
で
市
民
が
誇
り
と
元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
 
 

今
後
と
も
、
こ
の
立
侵
武
多
を
活
用
し
、
商
都
五

所
川
原
復
活
に
向
け
、活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 
 

畿1毒：  



市
民
生
活
の
安
定
と
 

市
の
活
性
化
を
目
指
し
 

（潰
力
あ
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元
気
戴
 

ま
負
ブ
く
り
》
 

平
成
十
三
年
市
議
会
第
一
回
定
例
会
 

成
田
市
長
施
政
方
針
を
議
会
で
表
明
 

ー
可
決
承
認
さ
れ
た
議

案
 

◇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
二
件
 

 
（

平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
）
 

◇
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
五
件
 

・

一
般
会
計
は
、
 一
億
七
千
九
百
九
十
万
二
千
円
を
減
額
し
て
 

総
額
 

 
 

百
三
十
一
億
八
千
三
百
四
十
万
二
千
円
に
 

◇
平
成
十
 
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
 
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
 
年
度
五
所
川
原
市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
 
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
 
年
度
五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
 
年
度
五
所
川
原
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
病
院
事
業
会
計
予
算
 

◇
五
所
川
原
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
職
業
能
力
開
発
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
工
業
用
地
取
得
助
成
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

◇
五
所
川
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
子
宝
祝
金
支
給
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
病
院事
業
職
員
の
特
殊
勤
務
手当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条例
案
 

◇
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
五
件
 

◇
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
四
件
 

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
仮
称
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
用
地
）
 

◇
物
損
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の
和
解
の
件
 

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
二
件
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一月
一
日
に
開
会
し
た
市
議
会
第
一

回
定
例
会
で
、
成
田
市
長
は
施
政
方
針

を
表
明
し
、「市
の
更
な
る
飛
躍
と
一
層

の
発
展
を
図
る
べ
く
『
活
気
あ
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
市
民
並
び

に
市
議
会
と
行
政
が
叡
智
を
結
集
し
市

政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
 

ま
た
、「記
録
的
な
大
雪
か
ら
市
民
生

活
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
十
五
年
ぶ
り

に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
対
応
し
ま

し
た
が
、
克
雪
は
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
冬
期

間
、
水
量
が
豊
富
な
岩
木
川
か
ら
、
消

流
雪
用
水
と
し
て
毎
秒
三
ブ
を
取
水
し
、
 

市
内
の
消
流
雪
溝
に
通
水
す
る
 
“五
所
 
 川

原
地
区
消
流
雪
用
水
導
入
事
業
一
が

国
直
轄
事
業
で
平
成
十
三
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
同
事
業
は
交
通
渋
滞
や

市
民
の
除
排
雪
作
業
の
緩
和
に
寄
与
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
述
べ
た
ほ

か
、
「都
市
基
盤
整
備
、
基
幹
産
業
振
興
、
 

健
康
福
祉
推
進
、
教
育
文
化
振
興
、
行

財
政
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
五
つ

の
柱
と
し
重
点
施
策
に
取
り
組
み
、
経

費
全
般
に
つ
い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理

化
を
推
進
し
、
新
年
度
予
算
総
額
二
百

十
一
億
一
千
万
円
、
前
年
度
予
算
と
比

較
し
て
三
億
一
千
万
円
、
 一
・
四
％
減

の
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
市
民
生
活
の
安
定
と
市
の
活
性
化
の

た
め
全
力
で
あ
た
り
ま
す
」
と
今
年
度

の
市
政
運
営
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 ,

 



全
般
に
わ
た
り
人
権
問
題
の
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
、
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
 

新
任
人
権
擁
護
委
員
 

伊
 
藤
 
博
さ
ん
 

原
子
字
山
本
七
六
ー
三
 

公
 

一九
ー
一
一
一
1
11
1
1
11
1
 

平成13年度の主な事業 

◇都市基盤整備プロジェクト 

●仮称立侵武多の館建設事業 583, 600千円 用地を

取得するとともに設計協議と実施設計に着手 

●仮称多目的運動施設地区公園整備事業 

399, 600千円つがる克雪ドームの外構工事の実施 

●コミュニティ消防センター建設事業 102,081千円

仮称下平井町及び田町・栄町コミュニティ消防セ

ンターの建設 

●岩木町・飯詰線整備事業 149, 000千円

飯詰地内に防雪柵の設置 

●雪寒機械購入事業 14, 634千円 

除雪グレーダの購入 

・狼野長根再整備計画策定事業 20, 000千円

狼野長根公園の施設全体の再整備計画策定 

●湊・寺町線街路整備事業 410, 000千円

交通の円滑化及び歩行者の安全を図る 

◇基幹産業振興プロジェクト 

●農業生産総合対策条件整備事業 42,200千円 

りんごの災害防止・安定生産を図るため防風網な 

どの整備 

●計画転作促進事業緊急増加分 7, 500千円

平成13年度生産調整緊急拡大分の追加助成 

●地域営農再編誘導事業 3,007千円 

●県営大泊地区老朽ため池等整備事業 2,813千円

老朽化したため池の堤体等の整備工事 

●商業タウンマネージメント計画策定事業 

3,000千円 TMO設立準備に対する補助 

●五所川原立侵武多開催事業 50,519千円

立仮武多の製作及び開催費 

●立侵武多の歌製作事業 8, 000千円 夏祭りのテー 

マソングとして一層の観光客動員をねらう 

◇健康福祉推進プロジェクト 

●五所川原市子宝祝金 12, 500千円 21世紀になっ

てから生まれた子どもたちに 2万円を交付 

●家族介護支援特別事業 5, 875千円 

介護保険サービスを受けないで重度の要介護人を 

介護している家族に対する慰労金等の支給 

◇教育文化振興プロジェクト 

●三輪小学校屋内運動場建設事業 473,691千円

体育館の建設 

●中央小学校整備事業 40,490千円 

暖房施設の改修 

●学校評議員 600千円 学校評議員制度を創設 

●情報通信技術基礎技能講習事業 17, 778千円

情報通信技術基礎技能講習会の実施 

【◇行財政改革推進プロジェクト 

~ ●災害対策機能強化事業 8, 110千円 

I 防災管理機能の強イヒ 

●住民基本台帳ネットワークシステム整備事業 

~ ~ 	29, 768千円 

住民基本台帳全国ネットワークシステムの構築 

退
任
さ
れ
た
中
川
人
権
擁
護
委

員
に
 

法
務
大
臣

感
謝
状
贈
呈
 

新
任
人
権
擁
護
委
員
に

伊
藤
博

さ
ん
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三
月
一
日
付
け
で
、
人
権
擁
護
委
員

を
退
任
さ
れ
た
中
川
兵
一
さ
ん
に対
し
、
 

三
月
十
四
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、
長

年
人
権
擁
護
と
思
想
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
感
謝
状

が
青
森
地
方
法
務
局
山
中
周
造
五
所
川

原
支
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
川
さ
ん
に
は
、
平
成
六
年
か
ら
七

年
間
に
わ
た
り
市
民
の
人
権
相
談
に
温

か
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
新
任
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
伊
藤
博
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
後
、
学
校
、
職
場
、
家
族
間
な
ど
の
 

再
任
人
権
擁
護
委
員
 

原
 
田
 
信
 
英
さ
ん
 

長
富
字
鎧
石
一
七
五
 

。
11
1六
ー
一
一五
五
一一
一
 

橋
 
本
 
満
里
子
さ
ん
 

ー
ッ
谷
三
九
ー
五
 

。
三
五
ー
三
〇
一
四
 

こ
れ
ま
で
同
様
秘
密
を
守
り
ご
相
談
 

に
応
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
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グ
ン
グ
の
う
な
り
も
勇
ま
し
く
 

五
所
川
原
全
国
凧
揚
げ
大
会
 

大
凧
は
チ
 
ン
ブ

ロ
ッ
ク
で
張
り
ま
す
 

三
月
十
一
日
、
第
七
回
五
所
川
原
全

国
凧
揚
げ
大
会

（市
観
光
協
会
主
催
）
 

が
岩
木
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
、
地
元

の
団
体
は
じ
め
奈
良
、
石
川
な
ど
か
ら

五
十
団
体
、
一一
一
百五
十
人
が
参
加
し
伝

統
の
津
軽
凧
や
創
作
凧
が
大
空
に
舞
い

あ
が
り
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
六
部
門
に
分
か
れ
凧
の
揚

げ
方
や
見
栄
え
な
ど
を
競
い
合
う
も
の

で
、
県
外
の
珍
し
い
凧
が
揚
が
る
と
観

客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
時
折
吹
く
強
い
西
風
を

受
け
西
の
内
百
四
十
枚
の
大
凧
（
畳
十

四
枚
）
が
揚
が
る
と
、
歓
声
が
あ
が
り

大
凧
の
グ
ン
グ
の
う
な
り
は
大
空
高
く

勇
ま
し
く
響
い
て
い
ま
し
た
。
 

赤
ち
ゃ
ん
は
地
域
の
宝
で
す

七
和
地
域
住
民
協
議
会
 

赤
ち
ゃ

ん
十
六
人
に
 

記
念
品
贈
呈
 

三
月
十
一
日
、
七
和
地
域
住
民
協
議

会

（
松
山m（
七
郎
会長
）
は
、
地
域
内

で
こ
こ
一
年
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
十

六
人
の
両
親
に
対
し
記
念
品
を
贈
呈
し

て
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
地
域
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
を
地
域
の
宝
、
財
産
と
位
置
付

け
て
誕
生
を
祝
っ
て
お
り
今
年
で
三
回

目
を
迎
え
ま
す
。
 

贈
呈
に
先
立
ち
、
今
回
初
め
て
市
内

の
永
田
小
児
科
内
科
の
永
田
紀
四
郎
医

師
が
健
康
診
断
を
行
い
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
を
確
認
し
ま
し
た
。
最
後
に
福
士
聡

さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
の
両
親
を
代
表
し
て
 

「
人に
愛
さ
れ
る
よ
う
子
ど
も
を
大
切

に
育
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
の
」1『葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学

校
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

春
の

選
抜
全
国
大

会
 

出
場
報
告
 

三
月
士

1
1
日
、
五
所
川
原
商
業
高
等

学
校
（
下
山
弘
校
長
）
の
女
子
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
部
の
部
員
が
春
の
選
抜
全
国
大

会
出
場
報
告
に
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

県
大
会
で
は
、
三
沢
商
業
高
校
を
ス

ト
レ
ー
ト
で
破
り
波
に
乗
る
同
校
の
キ

ャ
プ
テ
ン
江
良
亜
優
美
さ
ん
が
、「
今度

こ
そ
ベ
ス
ト
十
六
を
目
指
し
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
「
団
体
戦
は
、
チ

ー
ム

ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
た
ち
は
、
 

五
所
川
原
の
誇
り
で
す
。
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

く
る
み
園
に
慰
問
 

お
年
寄
り
に
大
変
喜
ば
れ
る

東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

二
月
二
十
八
日
、
東
日
流
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

（
後藤
キ
ミ
会
長
）
で
は
、
 

養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
に
慰
問
し
、
 

劇
ゃ
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
し
お
年
寄
り
に

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

毎
年
慰
問
し
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
は
、
 

今
年
で
連
続
十
二
回
を
数
え
、
特
に
今

年
は
趣
向
を
こ
ら
し
た
津
軽
弁
に
よ
る

寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
観
客
か
ら
の
爆

笑
が
園
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

歌
や
踊
り
が
終
わ
っ
た
後
、
会
員
の

お
そ
ば
の
サ
ー
ビ
ス
が
同
園
で
あ
り
、
 

一
緒
に
見
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
た
ち
は

お
い
し
そ
う
に
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

《
 

,
 



29, 400円 

5, 032円 

項 	目 金 額 

対
象
 

保険利用者負担額 29, 400円 

対
象
外
 

食事標準負担額 15, 000円 
私物洗濯代 2, 500円 
日用品 1,000円 

支払金額の合計 47, 900円 

項 	目 単価 回数 金 額 

対
 
象
 

食事 39 8 312円 

送迎（片道） 44 16 704円 

介助入浴 39 8 312円 

通所リハビリ 463 8 3, 704円 

支払金額の合計 5, 032円 

分）（園** 	〈連載第30回〉 

4三 の申方法が4 ニ から変わまTo 介唯保険高額介曜サー 

これまで高額介護サービス費が任意で申請されていましたが、 4 月（ 2 月サービス分）からは「高額介護サー 

ビス費給付のお知らせ」として該当者に通知をすることになりました。 

高額介護サービス費支給の申請書が対象者に送付されますので、被保険者証と対象月の介護サービス利用負

担金の領収書を添えて介護保険課へ提出していただくことになります。なお詳しいことは介護保険課までお問 

い令ヤせ二さいー 
誓ヲ讐前に介護七ニビ二を利用塾、自己負担が 

高額介護サービス費とは 
介護サービスを利用して利用者負担の合計（世帯合計） 

が高額になり上限額を越えた場合、越えた部分が払い戻

される制度です。 

高額介護サービス費の計算のしかた 

区 	 分 上限額（世帯合計） 

一 	般 	世 	帯 37, 200円 

・世帯全員が市民税非課税者 
・利用者負担上限額が24, 600円まで減額さ

れなければ生活保護者となってしまう者 
24,600円 

・市民税世帯非課税者である老齢福祉年金

受給者 

15,000円 ・生活保護の被保険者 
・利用者負担上限額が15,000円まで減額さ

れなければ生活保護者となってしまう者 

◆例1.世帯で1人だけサービスを利用している場合 

[Aさん】 	 ＊Aミんの支誓明細書 
項 	目 金 額 

対
象
 

施設サービス 39,690円 

特定診療費 150円 

対
象
外
 

食事負担額 22,800円 

支払金額の合計 62,640円 

・介護療養型医療施設入所 

・要介護 4 

・一般世帯に属する者 

39, 840円 

Aさんが支払った額のうち介護保険の対象となる金額 39, 840円 

39, 840円（自己負担額）一 37, 200円（世帯自己負担上限額）一 2,640円（高額介護サービス費支給額） 

づ Aさんは、2,640円の払い戻しが受けられることになります。 

◆例2.同一世帯に複数の利用者がいる場合 

[Bさん】 	 [Cさん】 

・介護老人保健施設入所 	 ・デイケアを月 8回利用 

要介護 3 	市民税非課税世帯に属する者 要支援 

*Bさんの支払明細書 	 ＊Cさんの支払明細書 

	BさんとCさんが支払った額のうち介護保険の対象となる金額 34, 432円（=29, 400円＋5, 032円） 

34,432円（自己負担額） 24, 600円（世帯自己負担上限額）一 9, 832円（高額介護サービス費支給額） 

→ 9,832円（Bさんは8,396円、Cさんは1,436円）の払い戻しが受けられることになります。 

5 平成13年 4月1日 
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4
月
緋
伽
 

【
今月
の
相
談
日
】
 

シ
イ
タ
ケ
栽
培

の
 

オ

ー
ナ
ー
を

募
集
し

ま
す
 

農
政
課
 
内
線

3
5
2
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 4 月 1日 6 

ら
は
な
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

〇
ガ
ス
こ
ん
ろ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
 

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

春
の
火
災
予
防
運
動
の
 

お
知
ら
せ
 

消
防

本
部
公
（

3
5)
2
01
9
 

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

〇
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

o

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す
る
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。
 

〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

4
つ
の
対
策
 

植
菌
か
ら
収
穫
ま
で
、
シ
イ
タ
ケ
栽

培
の
体
験
が
で
き
ま
す
。
 

●

植
菌
作
業
日
時
・
場
所
 

4
月
2
2日
回
 
味
喰
ケ沢
・
野
鳥
の

村
ふ
る
さ
と
林
間
フ
ア
ミ
リ
ー
園

◇
募
集
口
数
 1
5
0口
（1
人
2
口
ま
で
）
 

◇
契
約
料
 
1
口
（
ホ
ダ
木
4
本
）
 

1
5
0
0円
 

◇
申
込
期
間
 
4
月
1
3日
国
ま
で

◇
申
込
方
法
 
電
話
受付
 

罵園’ ’縄 、 

消
防
署
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

県
下
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
並
び
に
五
所
川
原
消
防
署
で
は
防
火
 

P
R
の
た
め
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等
を

実
施
し
ま
す
。
 

●

期
間
 
4
月
9
日
の
、
1
5日
回
 

◇
統
一
標
語
 

『火
を
つ
け
た
 

あ
な
た
の
責
任
 
最
後
ま
で』
 

◆
主
な
行
事
 

〇
4
月
9
日
囲
 
9
時

、
1
2時
 

消
防
署
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

〇
4
月
1
0日
因
 
9
時

、
1
2時
 

消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
 

老
人
家
庭
巡
回
 

o
4
月
1
1日
困
 
1
0時

、
1
1時
 

一
日
消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防
災
 

協
会
並
び
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
 

る
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
 

ー
住

宅
防
火
 

五
所
川
原
消
防

署
 

公
（3
5)
2
0
1
9
 

い
の
ち
を
守

る
 

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
 

目

・
 

〇
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
ゃ
め
る
。
 

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
 

～期間】4月6日から4月15日までの10日間～ 

重点事項 

◆自転車の安全利用の推進 

◆シートベルトとチャイルドシートの 
着用徹底 

◆子供と高齢者の交通事故防止 
― ーー I‘ ，ーー 一ー 一、ー ーー  ノ、 山」一ー Ihニ￥ノ、 ー＝ー III Fr富聖 Fr Fr  
五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 覇一’ 

‘ー一・春の全国交通安全運動 

災
害
発
生
時
には
、
1
1
9番
（
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
て
お
り
緊
急
時
の
通
報
が受
信
さ
れ

な
い
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
 

緊
急
時
以
外
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

〇
1
1
9
番
は
火
事
、
救
助
、
救
急
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
 

〇
火
災
の
情
報
を
知
り
た
い
方
は
、
 

頭
）
2
3
2
3番
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
。
 

o

病
院
紹
介
は
（3
4)4
9
9
9番
で
紹

介
し
ま
す
。
 

4
月
1
0日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

4
月
2
7日
国
 
1
3時

、
1
4時
 

＠
税
金
の
相
談
日
 

税
務
課
 
内
線
4
2
1
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
1
1日
困
 
1
0時
、
1
5時
 

市
役
所
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
 

青
森
分
室
相
談
官
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

●

4
月
1
2日
困
 
1
0時

、
1
2時

担
当
相
談
委
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

●

4
月
2
6日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

担
当
相
談
委
員
 
演
田
健
司
さ
ん
 

市
役
所
2
階
 
市
民
相
談
室
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

⑥
こ

こ

ろ
の

相
談

日
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 
談
を
受
け
て
い
ま
す
o
お
気
軽
に
ご
利

公
 
（3
4)
21
0
8
 

用
く
だ
さ
い
o
 

F
A
X
(3
4)
7
51
6
 
●
4
月
1
0日
因
 
2
4日
因
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

1
0時

、
1
5時
 

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

市
役
所
2
階
 
市
民
相
談
室
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を実
施
し
ま
す
。
 ◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 
一
父

通
事
故
相
談
員
 ,

 

,
 



五
所
川
原
地
域
 

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
 

新
設
の
お
知
ら
せ
 

公
（
3
8)
5
1
1
5
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
は
、
各
種
講
習
、
講
座
、
市

民
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
な
ど

に
活
用
で
き
る
施
設
で
、働
く
人

た
ち
は
も
と
よ
り
、
企
業
や
サ

ー
 

ク
ル
な
ど
地
域
の
人
た
ち
に
気
軽

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設

で
す
。
 

◇
施
設
内
容
 

2 階 1階 

第
2
教
室
 

第

1
教
室
 

視
聴
覚
室
  

（
パ
ソコ
ン
教
室
y
  

大
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

室
 

名
  

20 	20 	45 20 80 
収容人員 

◇
開
館
月
日
 
4
月
3
日
 

◇
休
館
日
 
毎
週
月
曜
日
 

◇
開
館
時
間
 
9
時

、
2
1時
 

※
使
用
料
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

直
接
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

住宅金融公庫融資付 

団 地 名 はるにれ団地 

所 在 地 五所川原市姥落字船橋 

分譲区分 
（売り建て） 

一般分譲住宅 

積立分譲住宅（売り建て） 

2 年積立 3 年積立 

募集戸数 30 5 5 

敷地の面積 
252が (76坪） 
323ば (97坪） 

280げ (84坪） 
314ぱ (94坪） 

252ば (76坪） 
254ポ (76坪） 

敷地価格 
763~ 

1164万円 
874 

1028万円 
811 - 

900万円 

募集期間 
平成13年 4 月 9 日明）~4月16日（月） 
9 時～16時（ただし、土日は休みます） 

受付場所 五所川原市役所建築住宅課 

選定方法 
有資格者で募集戸数を超えた場合、又は
同一区画に 2 名以上の申込者がある場合、 

公開抽選により当落を決定します。 

申込資格等 
お間い合せ先 

青森県住宅供給公社分譲担当 

ft017 (723)1627 

平
成
1
3年
度
 

は
る
に
れ
団
地
分
譲
住
宅
の
募
集
に
つ
い
て
 

建
築
住
宅
課
 
内
線

3
3
0
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
次
の

と
お
り
分
譲
住
宅
の
募
集
を
し
て
お
り

ま
す
。
多
数
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
申
込
資
格
 

o

申
込
人
が
、
建
物
引
き
渡
し
後
た
だ

ち
に
入
居
で
き
る
こ
と
。
 

o

毎
月
の
返
済
額
の
5
倍
以
上
の
月
収

が
あ
り
、
か
つ
返
済
見
込
み
が
確
実

な
方
。
 
 

〇
申
込
日
現
在
7
0歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
 

〇
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら
れ
る
方
。
 

〇
日
本
国籍
の
方
、
又
は
外
国
人

（
永
 

住
許
可
を
受
け
て
い
る
方

・
平
成
3
 

年
法
律
第
7
1条
に
よ
る
特
別
永
住
者
）
 

の
方
。
 

◇
分
譲
説
明
会
 

4
月
1
4日
田
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
内
文
化
セ
ン
タ

ー
 

1
0時
1
5分
よ
り
 

五
所
川
原
市
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集
 

中
央
公
民
館
公
（3
5)6
0
56
浅
見
 

◇
応
募
資
格
 
市
内
小
学
校
3
年
生
、
 

中
学
校
2
年
生
 

◇
募
集
人
員
 
先
着
2
0名
 

◇
募
集
期
間
 
4
月
1
日
か
ら
定
員
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
活
動
日
 
第
二
、
第
四
土
曜
日
 

9
時
3
0分

、
1
2時
 

◇
活
動
場
所
 
職
能
短
期
大
学
校
 

（
飯詰
）
 

◇
費
用
 
年
会
費
3
、
0
0
0
円
 

◇
申
込
 
は
が
き
に
住
所
、
学
校
名
、
 

学
年
、
性
別
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
 

保
護
者
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
 

左
記
ま
で
。
 

〒
卿
ー
鵬
 
市
内
鎌
谷
町
m
 

中
央
公
民
館
内
 
浅

見
 
則
昭
宛
 
 コ

 福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
お
知
ら
せ
 

高
齢

福
祉
課
 
内
線

5
4
0
 

市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

の
方
に
対
し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

利
用
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
付
期
間
 

4
月
2
日
囲
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま

す
。
 

◇
対
象
者
 

市
内
に
居
住
し
て
い
る
在
宅
の
重度

心
身
障
害
者

（
身体
障
車
暑
手
帳
1
級

及
び
2
級
の
視
聴
覚
障
害
者並
び
に
上

肢
機
能
の
み
の
も
の
を
除く
肢
体
不
自

由
の
方
。）
又
は
愛
護
手
帳
A
の
方
。
 

◇
持
参
す
る
物
 

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
愛
護
手
帳

印
鑑
 

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
 

高
齢

福
祉
課
 

内
線

5
4
3
 

市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
や
言
語
機
能

障
害
者
の
方
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
 

病
院
、
学
校
、
銀
行
及
び
公
共
施
設

等
を
利
用
す
る
と
き
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

◇
利
用
時
間
 

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝

祭
日
を
除
く
。）
8
時
3
0分

、
1
7時
 

五所川原市役所 公35- 2111 7 平成13年 4 月 1日 



五
所
川
原
市
交
通安
全
対
策
協
議
会
 

五
 
所
 
川
 
原
 
警
 
察
 
署
 

毎
月
1
日
は
、県
民
交
通
安
全
の
日
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 4 月 1日 8 

1人年間350円で

大きな安心！ 

加入希望・ご不明な点は 環境対策課内線206 

◆加入資格 五所川原市に住所を有してい 
ればどなたでも加入できます。 

◆会 費 1人年間 350円 
◆共済期間 加入した日から 

平成14年 3 月31日まで 
◆申込先 環境対策課及び各支所窓口 

交通災害共済受付中 
(1日1円保険） 

( ）内は、前年対比 

運転はゆったりノ、ートにしっかりベルト 

	交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成13年3月20日現在） 

青森県内 五所川原警察署管内 

発生 2, 185 (+320) 109(+ 30) 

死者 20 (- 	1) '(+ 1) 

傷者 2,758 (+417) 135(+ 39) 

4
月
2
日
（
月
）
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
 

材
セ
ン
タ
ー
の
場
所
が
変
り
ま
す
 

 

公
（
3
4)
8
8
4
4
 

 

老人福祉
センター 

お祭り広場 
⑨
シ
ル
バ
ー
人
材
 

（
旧教
育
委
員
会
）
 立倭武多製作所 

ーょグ 
⑩シルバー 
人材センター 
事 務 局 

五所川原
市役所 

4
月
1
0・
2
4日
 
5
月
8

・
2
9日
 

6
月
1
2・
2
6日
  
1
0時
、
1
2時
 

中
央
公
民
館
 

◇
対
象
 
ど
な
た
で
も
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
講
師
 
長
尾
武
一
さ
ん

（市
伝
統
文
 

化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

4
月
2
日
か
ら
、
囲
五
所
川
原
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
が
旧
教

育
委
員
会
（
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
移
転
後
も
、
当
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

ン
タ
ー
事
務
局
（
直
接
お
い
で
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
に
居
住
す
る
健
康
で
働

く
意
欲
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
さ
れ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
 

苗
木
を
無
償
配
布
し
ま
す
 

北
地
方
農
林
水
産
事
務
所
林
業
振
興
課

公
（
3
4)
21
1
1
 内
線
2
4
0
 

山
火
事
防
止
P
R
活
動
の
一
環
と
し

て
、
苗
木
を
無
償
配
布
し
ま
す
。
 

●

4
月
1
7日
因
 
1
3時
、
 

エ
ル
ム
の
街
 

◇
苗
木
 
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
 

ア
ベ
リ
ァ

（
各2
5
0
本
）
 

◇
主
催
 
北
五
地
区
山
火
事
防
止
対
策
 

協
議
会
 

⑥
新
入
会
員
を
募
集
し
ま
す
I
 

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
写
真
、
振

込
通
帳
（
郵
便局
）
、年
会
費
3
、
0
0
 

0
円
（4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
）
、友

の
会
年
会
費
5
0
0
円
を
用
意
し
て
セ
 

五
所
川
原
の
立
侵
武
多
が

ラ
ジ
オ
番
組
に
な
り
ま
す
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

合
（3
8)
1
5
1
5
 

4
月
か
ら
8
月
ま
で
毎
週
日
曜
朝
9
 

時
3
0分
か
ら
4
5分
ま
で
の
1
5分
間
、
R
 

A
B
青
森
放
送
ラ
ジ
オ
で
立
侵
武
多
を

中
心
と
し
た
ラ
ジ
オ
番
組
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
 

今
年
e
立
侵
武
多
が
真
夏
の
夜
を
彩

る
ま
で
舞
台
裏
や
街
の
人
々
の
声
を
通

し
て
立
侵
武
多
が
で
き
る
ま
で
を
伝
え

る
番
組
で
す
。
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
耳
を

傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

平
成
1
3年
度
職
業
準
備

訓
練
生
等
の
募
集
に
つ
い
て
 

青
森
障
害
者
職
業
セ
ン
タ

ー
 

公
0
1
7
(
m)
7
1
2
3
 

青
森
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

障
圭
暑
の
方
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自

立
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
サ
 

ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
職
業
準
備
訓
練
 

実
際
の
社
会
に
近
い
職
場
環
境
を

整
え
た
 
「青
森
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
社
」
 
で
、仕
事
を
す
る
た
め
に
必

要
な
働
く
習
慣
や
職
場
で
の
マ
ナ

ー
 

を
身
に
つ
け
、
就
職
を
目
指
す
た
め

の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●

第
1
期
 

4
月
1
6日

、
6
月
1
5日
 
4
0日
間
 

（
ゴー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
休
暇
 

4
月
3
0日

、
5
月
4
日
）
 

●

第
2
期
 

7
月
1
6日

、
9
月
1
4日
 
3
9日
間
 

（夏
期
休
暇
 
8
月
1
3日
、
1
7日
）
 

●

第
3
期
 

1
0月
1
5日

、
1
2月
7
日
  
3
9日
間
 

●

第
4
期
 

1
月
9
日
、
3
月
5
日
  
3
8日
間
 

※
各
期
と
も
定
員
は
1
0名
で
す
。
 

◇
O
A
講
習
 

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
や
、
 

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
・
表
計
算
ソ
フ
ト
 

の
操
作
技
能
を
習
得
し
、
職
業
上
の
 
 

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
と
職
域

の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
 

o
A
講
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●

第
1
期
  
4
月
1
1日

、
5
月
1
1日
 

●

第
2
期
 
5
月
2
4日

、
6
月
2
0日
 

●

第
3
期
 
7
月
1
0日
、
8
月
7
日
 

●

第
4
期
 
8
月
2
7日

、
9
月
2
1日
 

●

第
5
期
 
1
0月
1
1日

、
1
1月
7
日
 

●
第
6
期
  
1
1月
1
9日

、
1
2月
1
7日
 

●
第
7
期
 
1
月
1
5日

、
2
月
1
2日
 

●

第
8
期
 
2
月
2
1日

、
3
月
2
0日

＠
各
期
と
も
講
習
日
数
は
2
0日
間
で
、
 

1
日
4
時
間
程
度
で
す
。
 

定
員
は
3
名
程
度
で
す
。
 

⑨
適
性
検
査
等
を
行
っ
て
職
業
能
力
や

適
性
な
ど
を
評
価
し
、
ど
ん
な
方
向

に
進
ん
だ
ら
よ
い
か
、
ど
ん
な
仕
事

に
就
い
た
ら
よ
い
か
、
就
職
す
る
に

あ
た
っ
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

⑨
遠
距
離
の
方
に
は
宿
泊
施
設
借
り
上

げ
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
 

※
受
講
料
や
相
談
料
は
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
、
ご
利
用
下
さ
い
。
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
当
セ
ン
タ
ー
又
は

お
近
く
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

市
民
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ
 

5
創
作
民
謡
を
う
た
お
う

初
心
者
大
歓
迎5
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
線
5
56
 

●

日
程
 
毎
月
2
回
火
曜
日
 【

 

《
 



公
民
館
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
 

「
い
っぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
 

こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
会
」
 

（
伽
ぴ
き
）
 

中
央
公
民
館
費
（
3
5)6
0
5
6
 

中
央
公
民
館
で
は
、
今
年
も
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
願
い
 
「子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
（
い
っぱ
い
、
 い
っ
ぱ
い

こ
い
の
ぽ
り
を
あ
げ
る
会
）
を
行
い
ま

す
。
「子
ど
も
が
も
う
大
き
く
な
っ
た

の
で
」
と
か

「あ
げ
る
場
所
が
な
い
の

で
」
な
ど
の
事
情
で
寄
贈
し
て
く
だ
さ
 

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
あ
げ
る
期
間
 

4
月
中
旬
、
5
月
上
旬
 

◇
あ
げ
る
会
 
4
月
2
8日
田
 

9
時
3
0分
、
 
中
央
公
民
館
 

⑨
イ
ベ
ン
ト
 
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
、
 

た
の
し
い
う
た
、
た
く
さ
ん
の
ゲ

ー
 

ム
、
家
族
で
映
画
を
楽
し
む
会
、
お
 

茶
と
柏
餅
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。
 

※
 
「子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
の
詳
 

細
に
つ
い
て
は
公
民
館
広
報
4
月
号
 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平成13年度の転作計画書受付lこついて 
転作集団に加入していない生産者（個人転作者）の計画書の受付を下記の日程により実施します。 

当日みなさんから転作及び稲作を行う場所と面積をうかがって計画書に記入しますのでよろし

くお願いいたします。なお当日、既に郵送済の計画書及びご自身の印鑑をお持ちください。 

また、計画書の農地に異動等がある場合は、異動の内容がわかる書類をお持ちの上、事前に市

役所農政課で訂正してください。 

日 	時 対 象 地 区 場 	 所 

4 月 5日困 
9 :3O- 12:00 栄地区（湊、姥庖、稲実、猫測） 

13:3O-16:O0 
	  コミュニテイセンター栄 
栄地区（三ッ谷、広田、七ッ館） 

4 月 6日国 
9 :3O~12:OO 長橋地区（豊成、福山） 

13:3O--16:O0 
	  コミュニテイセンター長橋 
長橋地区（上記以外の集落） 

4月 9 日（月） 
9 :30- 12:00 俵元、原子、羽野木沢 

13:30---16:0O 
	  市農協七和支店 
持子沢、高野、前田野目 

4月10日因 
9 :30-- 12:00 松島地区 コミュニテイセンター松島 

13:30---16:O0 毘沙門・長富地区 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

4月11日困 
9 :30- 12:00 小曲地区 農村婦人の家 

13:30-16:0O 上記以外の地区 市役所5階A会議室q日産経会館） 

※当日都合のつかない方は、速やかに米の予約をしている農協または業者のところで、全国とも

補償、稲作経営安定対策の加入申込とあわせて計画書の記入押印をおこなってください。 

なお、米の予約申込数量が計画書の作付面積等とくらべ著しく相違する場合、のちほどその

理由をうかがうことになりますので、よろしくお願いします。 

お問い合わせ 農政課 内線354 

オルテンシア4月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33-21 11 

［
口
 

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
 

●1
  

日
  

ミュージックワールド 
［ャマハ音楽教室］ 

13 : 30 無 料 

小
 

ホ
 
ー
 
ル
 

 

1
  

日
  

ウインターRCレース 10 : 30 無 料 

[
hJ
  

木
  

正光画廊1000点の絵画展 

16 】 00 

無 料 
6
  

金
  

10 : 00 ［
ー
  

土
  

又
）
 
 H

  

17 火
  

五所川原おやこ劇場 
第72回 例会「100万回生きたねこ」 

19 : 00 会員券 

22 日
  

ウインターRCレース 10 : 30 無 料 

9 平成13年 4 月 1日 五所川原市役所 ft35- 2111 



働
く
婦
人
の
家
容
（
3
5)
8
8
9
8
 

●

5
月
か
ら
毎
月
第
2
、
第
4
水
曜
日
 

1
0時
、
1
5時
 
働
く
婦
人
の
家

◇
右
記
以
外
の
日
 
毎
日
9
時
か
ら
1
6
 

時
ま
で
電
話
相
談
い
た
し
ま
す
。（た

だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
 

青
森
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
 

弘
前
相
談
所
 

弘
前
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
 

廿
0
1
7
2
(3
1)
12
1
6
 

 

け出はお済みですか 
 

国保ノ＼加入したり、国保から脱退することになったら 
~馴’ 	 ~―ー  

国保被保険者が、卒業して就職したら会社の健康保険を取得した、又は転職や退職などで医療保険の

資格が変わったなど、国民健康保険ではそれらの各種手続きを各自の責任で行わなければなりません。 

届け出や保険税の納付などルールを守り、大切な国保制度が健全に運営されるよう、みなさんのご協

力をお願いします。 

こ 	ん 	な 	と 	き 届出 に必要な もの 

国
保
に
加
入
す
る

と
き
 

他の市区町村から転入してきたとき 印かん、他の市区町村の転出証明書 

職場の健康保険をやめたとき 印かん、職場の健康保険の資格喪失証明書 

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印かん、被扶養者でなくなった理由の証明書 

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳 

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書 

外国人が入るとき 外国人登録証明書 

国
保
を
や

め
る
と
き
 

他の市区町村へ転出するとき 印かん、保険証 

職場の健康保険に入ったとき 印かん、国保と職場の健康保険の両方の保険証 

（後者が未交付のときは加入したことを証明するもの） 職場の健康保険の被扶養者になったとき 

国保の被保険者が死亡したとき 印かん、保険証、死亡を証明するもの 

生活保護を受けるようになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書 

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書 

そ
 
の
 

他
 

退職者医療制度の該当となったとき 印かん、保険証、年金証書 

市内で住所が変わったとき 

印かん、保険証 
世帯主や氏名が変わったとき 

世帯を分けたり、いっしよにしたとき 

出稼ぎや、長期旅行に行くとき 

修学のため、別に住所を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書 

保険証をなくしたとき、あるいは汚れて使えな

くなったとき 保険証など） 

印かん、身分を証明するもの（使えなくなった 

●届出については 国保年金課 内線214215 ●課税内容にラいでiま 杭霧課 内線424 425 コ 

●納税相談については 収納課 内線432・433 

暴力団に関する困リ事は（財）暴力追放青森県民会議へご相談ください 

ナ ニ サ ヤ ク ザ ゼロ 

相談電話 017-723-8930 
◆相談は無料です。秘密は厳守します。 

◆暴力追放相談員が常駐し、皆さんからの相談に応じます。 

◆相談は電話のほか面談も行ってお lJます。 

◆相談は、毎週月曜日～金曜日（休日祝日を除く）午前8時30分～午後5時 

事務局 青森市新町2丁目2番地7番青銀新町ビル4 F TEL'FAX 017-723-6250 

五所川原市役所 公35-2111 
	

平成13年 4 月 1日 I0 
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囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（3
5)
6
3
3
6
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
よ
り
 

お
知
ら
せ
 

費
（3
4)
21
7
0
 

はつらつ女性課 内線234・ 236 

、
 

み
ん
な
の
健
康
教室
 

⑨
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

●

6
月
1
9日
因
、
2
1日
困
 

9
時

、
1
7時
 

◇
対
象
 
つ
り
上
げ荷
重
1
ト
ン
以
上
 

5
ト
ン
未
満
の
小
型
移動
式
ク
レ

ー
 

ン
運
転
業
務
 

◇
受
講
料
 
2
万
7
7
0
0
円
 

（
テ
キス
ト
代
1
7
0
0
円
を
含
む
）
 

◇
締
切
 
1
月
1
6日
（
定
員
8
0名
に
達
 

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）
 

⑥
玉
掛
技
能
 

●

6
月
4
日
囲
、
6
日
困
 

9
時

、
1
7時
 

◇
対
象
 
つ
り
上
げ
荷
重
1
ト
ン
以
上

の
玉
掛
業
務
 

◇
受
講
一
部
免
除
者
 

①
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
等
運

転
士
免
許
を
受
け
た
者
、
又
は
床
上

操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
、
小
型
移
動

式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
を
修
了

し
た
者
 

②
1
ト
ン
以
上
の
玉
掛
補
助
作
業
に
6
 

カ
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
 

⑧
1
ト
ン
未
満
の
玉
掛
作
業
に
6
カ
月

以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
 
 

◇
受
講
料
 

①
免
除
な
し
の
2
万
1
7
0
0
円
 

（
テ
キス
ト
代
を
含
む
）
 

②
受
講
一
部
免
除者
1
万
8
7
0
0
円
 

（
テ
キス
ト
代
を
含
む
）
 

◇
締
切
 
1
月
1
0日

（
定員
8
0名
に
達
 

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）
 

※
場
所
 

学
科
 
囲
西
北
労働
基
準
協
会
 

2
階
会
議
室
 

実
技
 
斎
勝
建
設
開
構
内
 

※
受
講
資
格
 
満
1
8才
以
上
の
者
 

（女
性
の
方
歓
迎
し
ま
す
。）
 

●

4
月
1
3日
国
 

1
8時
3
0分

、
1
9時
3
0分
 

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
 

◇
幼
児
5
低
学
年
向
き
 

人
形
劇
団
む
す
び
座
 
公
演
 

「こ
ぶ
た
の
ぶ
う
ぶ
は
 

こ
ぶ
た
の
ぶ
う
ぶ
」
 

「お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
m
ち
ゃ
ん
」
 

●

4
月
1
7日
田
 

1
9時
、
2
0時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
小
ホ
ー
ル
 

◇
小
学
生
以
上
向
き
 

劇
団
た
ん
ぽ
ぽ
 
公
演
 

溺

万
回
生
き
た
ね
こ
」
 

第
2
回
鯵
ケ
沢
会
の
 

お
知
ら
せ
 

事
務
局
 
公
（3
4)6
8
1
2
北
浦
進
 

鯵
ケ
沢
出
身
で
、
五
所
川
原
市
在
住

者
に
よ
る
「
鯵
ケ
沢
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
 

同
郷
の
輪
を
広
げ
、
紳
を
深
め
る
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

●

4
月
1
4日
田
 
1
5時
、
 
藤
吉
郎
 

◇
会
費
 
男
5
、
0
0
0
円
 

女
4
、
0
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
4
月
7
日
 

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講

習
会
 

岡
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

●

5
月
3
日
困
、
5
日
田
 

9
時
、
1
7時
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

2
階
大
ポ
ー
ル
 

◇
受
講
料
 

一
 
般
 

1
万
円
 

高
 
校
 
生
 
8
、
0
0
0
円
 

テ
キ
ス
ト
代
 
2
、
2
0
0
円
 

◇
持
参
す
る
物
 
筆
記用
具
、
印
鑑
 

◇
締
切
 

4
月
2
5日

（
定員
8
0名
に
達
し
次
第
 

締
め
切
り
ま
す
）
 

◇
申
込
先
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 
 

●

4
月
2
7日
国
 

1
3時

、
1
4時
 

保
健
セ
ン
タ
1
 
3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

『生
活
習
慣
病
に
お
け
る
運
動
療
法
』
 

◇
講
師
 

西
北
中
央
病
院
健
康
管
理
科
 

阿
部
英
雄
先
生
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会

・
 

五
所
川
原
市
民
保
健協
議
会
 

献
血
の
ご

案
内
 

●

4
月
1
2日
困
 

9
時
3
0分

、
1
2時
 

高
野
文
化
セ
ン
タ
ー
前
 

●

1
3時

、
1
5時
3
0分
 

J
A
ご
し
ょ
が
わ
ら
七
和
支
店
前
 

救
急
医
療
当
番
医
 

●

4
月
1
日
回
 

〇
桂
整
形
外
科
医
院
 

五
所
川
原
市
弥
生
町1
61
1
 

廿
（3
4)3
7
3
7
 

●

4
月
8
日
同
 

〇
（
医）
正幸
会
 

つ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

五
所
川
原
市
下
り
枝
2
1
1
 

費
3
8)3
4
5
6
 

●

4
月
1
5日
同
 

〇
佐
藤
仁
外
科
胃腸
科
医
院
 

五
所
川
原
市
田
町
m
 

費
3
5)6
3
1
1
 

◇
対
応
時
間
（
電
話
で
確
認
）
 

9
時
、
1
7時
 

◇
そ
の
他
 

消
防
署
（
救
急
病
院
紹
介
）
 

費

3
4)4
9
9
9
（
内
線2
3
7
)
 

で
紹
介
し
ま
す
。
 

北
浦
ま
で
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あなたも 
作ってみませんか 

Tーマ 

良い食生活を

するために 
No. 86 

予
防
接
種
 

麻
疹
（
は
し

か
）
、風
し

ん
、
日

本
脳
炎
、
一一
一種
混
合

（
百
日
咳
、
 

ジ

フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）
 

個
別
接
種
の
お
知
ら
せ
 

◇
接
種
対
象
年
齢
 

●

麻
疹
、
風
し
ん
 

…
生
後

1
2、
9
0月未
満
 

●

三
種
混
合
…
生
後

3
、
舶
月
未
満
 

・

日
本
脳
炎

…
生
後

6
、
9
0月未
満

◇
実
施
期
間
 

4
月

1
日
、
平
成

1
4
年

3
月

3
1日

◇
持
参
す
る
も
の
 

①
母
子
健
康
手
帳
 
②
予
診
票

子
ど
も
健
康
手
帳
に
綴
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
予
防
接
種
別
に
色
が
違

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
日
本
脳
炎
予
診
票
の
み
平
成

1
0
 

年
以
前
の
手
帳
に
は
綴
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
医
療
機
関
に
備
え
つ
け
の

予
診
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
注
意
事
項
 

①
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
子
ど
も
健

康
手
帳
を
読
み
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

②
接
種
曜
日
及
び
受
付
時
間
が
各
医
療

機
関
に
よ
り
違
い
ま
す
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

五所川原市食生活改善推進員会 

じゃがいものお焼き 」 

材 料（12ケ分） 

茄でてつぶしたじゃがいも 	 500 g 
ー小麦粉 	  100 g 
砂糖 	  80 g 
スキムミルク 	  大さじ 3-4 

A 監、ーーノ 
黒ゴマ 	 適量 

ーサラダオイル 	  適量 

(1ケ当たり lO5KcaD 

作り方 

①茄でてつぶしたじゃがいもにA を加え、ひとまとめ

にして12等分に分け、小判形にする。 

②サラダオイルをひいたフライパンで両面をきつね色

に焼き、片面の中央にゴマを散らす。 

イビタミンCたっぷりのじゃがいも、 
のお焼きです。スキムミルク入り 
なのでコクがあり、まろやかな口 

× 当りです
。 	 ノ 

ノ
ン
 

平成13年度個別予防接種（三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎）実施医療機関一覧表 

医療機関名 電 話 
受 	付 	時 	間 

備 	 考 
午 	前 午 	後 

江渡内科医院 34一3000 8 :3O~11:3O 1 :3Oへ1 5 :45 第1・3土曜日8:30~ 15:00、第2・4土曜日8:30--12:00 
駅前クリニック 38一5100 9 :00-12:00 2 :00- 5 :00 水‘土曜日 午後休診 

おとも小児科内科クリニ 7 ク 39一2151 9 :00--12:00 2 :oO-- 6 :00 水・土午後休診、火午後予防接種専門外来（火のみ要予約） 

かねひらクリニック 35-3167 8 :30- 	12:00 1 :00- 6 :00 土午前8:30-12:00 午後1:00-3:加、日・祝日8:30-12:00 
川崎胃腸科内科医院 34一3330 9 :00--12:00 2 :00-- 5 :00 土曜日 午後休診 

佐藤内科小児科医院 35一4155 8 :30--11:30 2 :00~ 4 :30 木・土曜日 午後休診 

すわ胃腸科内科クリニック 38一1133 8 :30~ 12:00 2 :00～一  5 :00' 土曜日 午後休診（電話予約必要） 

西北中央病院 35一3111 2 :30~ 3 :00 水曜日のみ実施 

瀬川内科クリニック 33一0202 8 :30--- 12:00 2 :00~ 5 :30 土曜日 午後休診 

対馬内科小児科医院 34一3431 9 :00-12:00 2 :00~ 4 :30 土曜日 午後休診 

っしまクリニック 38-3456 9 :00~ 12:00 2 :00-- 5 】 30 土曜日 午後休診 

てらだクリニック 33-1200 9 :00-12:00 3 :00～一 6 :00 水・土曜日 午後休診 

冨田胃腸科内科医院 34一3211 8 :30~ 12:00 2 :00~ 5 :00 木・土曜日 午後休診 

都谷森小児科医院 34-3425 9 :00~ 12:00 1 :30~ 5 :00 土曜日 午後休診 

永田小児科内科医院 34一5611 9 :00~ 12:00 2 :00~ 5 :00 木・土曜日 午後休診 

白生会胃腸病院 34一6111 9 :00-11:30 1 :30へ一 4 】 30 土曜日 午後休診 

増田病院 34一2727 9 :oo~ii:oo 2 :00~ 4 :00 土曜日 午後休診 

三好診療所 36-2510 9 :00~ 12:00 2 :00~ 3 :00 土曜日 午後休診 

五所川原市役所 公35-21H 	平成13年 4 月 1日 I2 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012

